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(実習用)LANの 構築 につ いて

社会学部 現代社会学科 今 泉 重 夫

1.は じめ に

社 会 学部 カ リキ ュ ラムの 改定 に よ り、現 代 社 会 学 科 にお い て 、"企 業社 会情 報 コ.___ス"

履 修者 に教 員免 許状`情 報'が 、発 行 出来 る ように な った。最近 の卒 業生 の動 向 と して も、

情 報産業 界 に就職 す る者 が増 え て きた。いず れ の場 合 も情 報 ネ ッ トワー クを利 用す る事 が 、

前提 に なって いて 、 ネ ッ トワー クの設計 、保守 、点 検 、管 理 な ど基礎 的 な技 術 を習得 す る

こ とが必 修 とな ってい る。昨 年度 、社 会学 部 の コ ン ピュー タ ・シス テム の更新 を行 い 、旧

型 の サ ーバ ー機(WS)、 パ ソ コ ン(PC)が 出 て きたの で 、 これ を再 利 用 す る と共 に、 学

生 と実 習用LAN(LocalAreaNetwork)を 構1築す る こ とに した。 そ の 目的 は、

・LANの 保 守 、点検 、管 理 お よび それ らの トラブ ル処 理法 の実習

・LAN設 計 とその接 続方 法 の実 習

・Linuxの 習 得 とそ の実習

・プロ グラム言語(C言 語) 、LAN駆 動 プ ログ ラム の実 習

な ど、既 設 のLANを 利 用 してい た ので は 、本 来 業務 に支 障 を きたす ので 、 これ とは独 立

に構 築 し、その構 成 もあ る程 度 自由に変更 で き、 初歩 的 な技術 習得 が 出来 る よう に配慮 し

た。想 定 した授 業 科 目 と しては 、

・ネ ッ トワー ク基 礎論(*)

・情 報 ネ ッ トワー ク論1 、H

・情 報 学応 用実 習1 、H(*)

・情報 学演 習1 、II(*)

・情報 学演 習 皿、IV(*)

・情報 処理1 、H(*)

・マ ルチ メ デ ィア論(*)

・卒業 研究(*)

な どの利 用 を想 定 した。*印 は、教 免`情 報'の 必 修科 目 とな って い る。講義 時 間内 だ け

で は、基本 的 な事 項 、技 術 の習 得 は難 しく、学 生 の 自主 的 な学 習 が 出来 る よ うに、空 いて

い る時 間帯 は、施 設 を開放 して 自学 自習 に努 め る よ う配 慮 した。 また 、教 員研 究 室 か ら、

端 末利 用状 況 が把 握 で きる と共 に、 オ ンラ イ ンで 学生 か らの 質問 に答 え られ る よ うに し、

その内容 に よ り、直接 、 出向 いて 、指導 で きる よ うに配 置 した。
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2.各 論

平 成18年9月 に社 会 学 部 コ ン ピュー タ ・シス テ ムが 、新 シス テ ム に設 備 更 新 され 、今

まで に利 用 され てい た サ ーバ ー機(WS),パ ソ コ ン(PC)を 出 来 る だ け再 利 用 す る こ と

とした。 セ キュ リテ ィー の確 保 、利 用時 の 自由度 を増 す こ と、学 生が 自由 に利 用 で きる こ

とな どを配 慮 して、外 部 の ネ ッ トワー ク とは 、原 則 と して、接 続 しない独 立 したLANを

構築 した。 また 、情 報 ネ ッ トワ ー ク管理 お よびその 習得 が充 分 、出来 る よ うに,設 置場 所

も研 究 室 に近 い共 同資 料 室(B-309)の 一 部 に設 置 し、そ の シ ステ ム を図1に 示 す 。管 理

上 、重 要 なサ ー一バ ー機(WS)と 研 究 室(PC端 末)の 接 続 につ い ては 、無 線LAN,専 用 回

線 の敷設 、既 設 の学 内LANの 利 用等 を考 えて 、実験 を した。無 線LANで は、電波 の減衰

が 大 き く、情 報 交換 が不確 実 にな る。 また、専 用線 の敷 設 は、 コ ンク リー ト壁 に穴 を開 け

て 、パ イ プ を通 す た め の工 事 が 必 要 で 費 用 が 増 大 す る な ど問 題 点 が あ り、 結 局 、学 内

LANを 利 用 す る こ とに した。 セ キ ュ リテ ィー問 題 が発 生 す るの で 、研 究室 内 の クラ イア

ン ト機(PC)一 台 のみ の ポー トを開 き、常 時 ネ ッ トワー クの接 続 を切 断 し、 原則 として 、

学 内LANと 実 習用LANも 切 り離 す ように設 計 し、セ キ ュ リテ ィー確 保 に努 め た。1

◎ネ ッ トワー クニ構成 図

研究室

DELLPowerEdge700

cc　 　 　

Jlnmu

192.168.1.10

Linux(RedHat)

*Linux

RedHatEnterprise

ESVer.3

L2ス イ ッ チ

プ リ ン タ ー

LinUX女 寸昆く

PC PC PC PC ←-192 .168.1.101

・対1、己1ホス ト名:B309-1～B309-8(WindowsXP8台 程 度)

《図1》
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サ ー バ ー機 は 、DELL社 、PowerEdge700を 利 用 した 。CPUは 、Pen-4で 、 ク ロ ッ ク周

波 数 、80GHzで 、主 メ モ リ ー は 、512MBで あ る。 附 属 の ハ ー ドデ ィス ク は 、80GBで あ る 。

また 、 サ ーバ ー 機 に 附 属 す る機 器 は 、DVD-ROM,40/20GB内 蔵DAT,FDD(フ ロ ッ ピ ー デ

ィ ス ク)、UPS(無 停 電 電 源)な どで あ る 。 基 本 ソ フ トウ ェ ア(OS)と して は 、RedHat、

EnterpriseLinuxES3Ver.3と 少 し前 の ソ フ トを利 用 した 。2・3こ れ は使 い 慣 れ て い

る ほ か 、 資 料 類 も豊 富 で あ る こ と、 対 応 す る応 用 ソ フ トも数 が 多 く何 か と好 都 合 で あ る 。

サ..__バ ー機 名 は 、"jinmu"と し、IPア ドレス は 、"192.168.1.10"を 付 加 した 。

端 末 機(ク ラ イ ア ン ト機)と して 、DELL社 、OptiPlexGX50で 、 主 メ モ リー195

KB,内 蔵 ハ ー ドデ ィ ス ク10GBのPCに 、 基 本 ソ フ トウ ェ ア(OS)と してWindows2000

Professionalを 搭 載 し た 。 ま た 、 端 末 機 の 対 応 ホ ス ト名 は 、"B309-1～B309-8(設 置 した

部 屋 番 号)"と し、IPア ド レス は 、"192.168.1.101～192.168.1.108"を 、 そ れ ぞ れ 付 加 し

た 。

この 程 度 のLAN構 成 な ら ば 、 ス イ ッチ ン グHUBを 使 用 す れ ば よい が 、 そ れ で は 、LAN

調 整 の技 術 習 得 に な ら な い の で 、 最 近 、 良 く使 わ れ る ル ー タ を高 速 化 、 高 能 率 化 した"L

2ス イ ッチ"を 導 入 し、 ネ ッ トワ ー ク調 整 の 基 本 技 術 を学 習 で きる よ う に計 画 した 。 そ れ

に は使 用 実 績 の あ る シ ス コ シ ス テ ム ズ 社 製 、Catalyst29602410/100+21000BTLAN

BASEImage(WS-C2960-24TT-L)を 導 入 した 。 本 機 は 、10/100Fast-ethernetお よ び

10/100/1000GbitEthernetをWSと 接 続 で き、 イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・イ ー サ ネ ッ トス イ ッチ

機 能 を有 して い る 。NACソ リ ュ ー シ ョ ン に 対 応 し、 高 度 なQoSお よ び 耐 障 害 性 を有 して

い る。

ネ ッ トワ ー ク資 料 類 の 収 集 、 学 生 の提 出 用 作 品 物 、 シ ス テ ム 管 理 資 料 類 な どの ハ ー ドコ

ピー を取 る必 要 が あ り、Linux対 応 の レ ー ザ ー プ リ ン タ ー(CanonLBP3210)を サ ー バ ー一

機 に接 続 した 。 プ リ ン タ ー の 駆 動 ソ フ トウ ェ ア は 、 ほ と ん どが 、Windows対 応 で 、Linux

対 応 の もの は 、 数 が 少 な い 。 そ の 点 、Canon製 の プ リ ン ター は 、 比 較 的 多 くの 製 品 が 対 応

して い る 。 た だ し、 ホ ー ム ペ ー ジ か ら必 要 な駆 動 ソ フ ト(凍 結)を ダ ウ ン ロ ー ド して 、 自

分 で 環 境 設 定 をす る 必 要 が あ る 。 これ も学 生 に と っ て は 、 良 い 経 験 と な る 。

2・1LAN構 築 の実例

2・1・1ハ ー ドウ ェア を構 築

シス テム図 に従 いハ ー ドウェ ア(イ ン ター フ ェー ス ・カー ド類 の点検 、挿 入 、電 源 の確

保 、必 要 に応 じUPS設 置 、配 線 な ど)を 完 成 させ る。 この際 、安 全確 保 に は、 充分 、 配

慮 す る。 また、 コー ド類 、 テ ー ブル タ ップな どは、適宜 、束 ねて学 生が 移動 時 に、配線 を

引 っ掛 けない よ うに務 め、環 境整 備 に配 慮 した。最 後 に、 ハ ー ドウ ェア結線 に間違 えが な
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い こ とを確認 す る。

2・1・21Pア ドレ ス の 設 定 、 変 更

・Administratorでloginす る 。

・ 〔マ イ ネ ッ トワ ー ク〕 →(プ ロ パ テ ィ)→ 〔ロ ー カ ル エ リ ア接 続 〕

→(プ ロパ テ ィ)→ 〔イ ン タ ー ネ ッ トプ ロ トコ ル(TCP/IP)〕 →

(プ ロパ テ ィ)→ 〔LAN接 続 〕

<<こ こ で 、IPア ドレス を書 き換 え る 〉 〉

2・1・3HostNameの 設 定 、 変 更

・Administratorでloginす る。

・ 〔コ ン トロ ー ル パ ネ ル 〕 → 〔シ ス テ ム 〕 → 〔シス テ ム の プ ロパ テ ィ〕

→ 〔ネ ッ トワ ー クID〕

<<こ こ で 、 コ ン ピ ュ ー タ名 の 箇 所 を書 き換 え る 〉>

注 意)こ こ まで の 作 業 で 、 次 の 事 項 を確 認 す る 。

・PCは 、IPア ドレス が 、192.168.1.101～192.168.1.108に 設 定 さ れ て い る こ と。

・不 要 な ア イ コ ン 、 フ ァ イ ル 類 は 、 す べ て 削 除 す る こ と。

・pingコ マ ン ドで 、 各機 器 が 、 電 気 的 に接 続 さ れ て い る こ と を確 認 す る。

・ipconfig/allコ マ ン ドで 、 イ ン タ ー一フ ェ ー ス が 、 接 続 され 、 動 作 して い る こ と を確 認

す る。

2・1・4DNSを 使 用

サ ー バ ー一機 で の 設 定 とパ ソ コ ン(PC)端 末 の 設 定 の 二 通 りあ る が 、 こ こで は 、PC端 末

に よ る方 法 を述 べ る 。 例 と して 、"192.168.1.10jinmu"と 設 定 す る 。 そ れ に は 、 各PC

のhostsフ ァ イ ル に定 義 す る必 要 が あ る 。 まず 、検 索 機 能 を利 用 して 、hostsフ ァ イ ル の

あ る場 所 を見 つ け る。 通 常 は 、"C:＼WINDOWS＼system32＼drivers＼etc＼hosts"に あ る は ず

で あ る。 そ のhostsフ ァ イ ル を 開 い て 、 書 き換 え 、 上 書 き保 存 し、 再 起 動 す る 。

2・1・5ア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウ ェア の 共 有 化

ソ フ トウ ェ ア の 共 有 化 と は 、 管 理 者 権 限(Administrator)で 、 イ ン ス トー ル した ソ フ

トを0般 ユ ー ザ ー で も利 用 で きる よ う に設 定 す る こ とで あ る。 例 と して 、"TeratermPro

(telnet)"を 共 有 化 す る 。 応 用 ソ フ ト(TeratermPro)の シ ョ ー一 ト カ ッ ト を
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"C:＼D
ocumentandSettings＼AllUsers＼ デ ス ク ト ップ"の 下 に コ ピー す る 。 そ してPCを

再 起 動 す る 。

2・1・6(サ ーバ ー 機 に)ユ ー ザ ー登 録

・サ ー バ ー 機(jinmu)に
、root権 限 で 、loginす る 。

・useraddの デ フ ォ ル ト値 を利 用 す れ ば
,簡 単 に 登 録 で き る("useradd-D"で 確 認 す

る)

・例 と して 、 ユ ー ザ ー 名"kyouzai"を 登 録 して み る 。

#useradd-c"lmaizum1"-guserskyouzaiと 入 力 す る。

・次 に 、 パ ス ワ ー ドを 設 定 す る 。

#passwdkyouzaiでWSの 指 示 に 従 い 、 設 定 す る 。

・次 に、 ア カ ウ ン ト情 報 を確 認 す る。

[#fingerkyouzailで 詳 細 情 報 を確 認 す る 。

・rootをlogoffし て 、 一 般 ユ ー ザ ー(kyouzai)で 、loginす る。

・loginで きれ ば 、 ユ ー ザ ー登 録 に成 功 した の で 、 仕 事 を続 行 す る。

この様 に、実 際 に完 成 した実 習 用LANを 写 真1、 写真2で 示 す 。写 真1に サ ーバ ー機

(jinmu)が 見 え、
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そ の 上 に は 、 プ リ ン ター が 設 置 さ れ て い て 、 ラ ック の 下 方 に は 、 無 停 電 電 源(UPS)が 設

置 して あ る 。 ま た 、 シ ス テ ム バ ッ ク ア ッ プ に は 、 内 蔵DATテ ー プ で 、 毎 日、 深 夜 に 自動

的 に行 っ て い る 。

ク ラ イ ア ン ト機(写 真2)は 、Windows2000Prof.の 点 検(場 合 に よ り、 再 イ ンス トー一

ル)、 イ ン タ ー フ ェ,___スの 動 作 確 認 、 不 要 な ア イ コ ン、 フ ァ イ ル削 除 、 ネ ッ トワ ー ク環 境
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の再 設定 と動作 確認 な ど、新 品導 入時 に比べ て手 間が か か る。 これ も学生 には、良 い経験

となった。

最後 は、LAN全 体 の動 作確 認 をす る必 要 が あ る。 端 末一 台 に、学 生 一・人 を調 整責 任 者

と して、動作 確認 、調 整 、整備 に当 た らせ たが 、個 人 レベ ル に差 が1出て きて 、最後 は、 こ

ち らが 全体 を確認 す る こ ととなった。 そ れで も、実 際 の使 用 時 には、時 々 、 トラブ ルが起

こ り、良 い経 験 にな る。 また、 ネ ッ トワー ク調 整時 や保 守 、管理 な どで 、 よ く使用 され る

代 表 的 な指 令 を注1に ま とめ て畳 い た。

3.今 後 の課 題

実 習 用LANを 構築 して、 そ の利 用 に関 して は、 日 も浅 く、現 在 は 、 まだ初 歩 的 な対 応

に当た って い る段 階 であ る。情 報 ネ ッ トワー クは、 日々、使 え る こ とが当 た り前 とな って

い るが 、 自分 た ちで それ を管 理 、 運営 す る事 に な る と学 生 も改 め て構 築 した実 習 用LAN

を利 用 して、そ の重要性 、利便性 を肌 で感 じて い る よ うで あ る。 今後 とも、情報 ネ ッ トワ

ー クの進 展 に寄与 で きる人材 の育成 に努 め たい。
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《注1》 ネ ッ トワ ー ク保 守 、 調 整 、 管 理 な どで使 用 す る基 本 コマ ン ド

・オプ シ ョンは
,電 子 マニ ュ アル を参 照 の こ と。

・arpコ マ ン ド

パ ソ コ ンが 備 え るIPア ドレス とMACア ドレスの対 応 表(ARPキ ャ ッシュ)を 操 作

す る。

例1>arp-al←ARPキ ャ シ ュ を表 示

>arp-s192.168.0.100-aa-00-bb-c6-08←[192.168.0.1のMACア ド レ ス は 、

00-,,,-08]だ とARPキ ャ シ ュ に 登 録

・ipconfigコ マ ン ド

パ ソ コ ンの ネ ッ トワー ク設 定 情 報 を表 示 ・操 作 す る 。

i列>ipconfig

ipconfig/all

←設定情報を表示

←設定情報を詳細表示
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・netstatコ マ ン ド

ネ ッ トワ ー クの統 計 情 報(パ ケ ッ トや フ レー ム の 送 受 信 状 態)や 現 在 の 通 信 状 況

(TCP/UDPボ ー一トの状 態)を 表 示 す る。

例 【>netstat-al← す べ て の コ ネ ク シ ョ ン と待 ち 受 け ボ ー一 トを表

示

i>netstat-e101←10秒 間 隔 で イ ー サ ネ ッ ト ・フ レ ー ム の 送 受 信

状 況 を表 示

1>netstat-S-pTCPI←TCPを 使 っ たパ ケ ッ ト送 受 信 状 況 を表 示

・nslookupコ マ ン ド

DNSサ ーバ ー に ア クセ ス して検 索 結 果(ド メ イ ン名 な ど)を 表 示 す る 。

例1>nslookupl← 対 話 型 モ ー ドへ 入 る

1>settype=Mx1← 以 降 はMxレ コ ー ド(ド メ イ ン名 に 対 す る メ

ー ル ・サ ー バ ー)の 検 索 だ と宣 言

1>nara-u.ac.jp← ドメ イ ン名 を 入 力(nara-u.acjpド メ イ ンの メ

ー ル ・サ ー バ ー 情 報 が 表 示 さ れ る)

・pingコ マ ン ド

ICMPエ コ ー 要 求 パ ケ ッ トを送 出 し、 そ の応 答 結 果 を表 示 す る 。

例1>ping192.168.1.101←192.168.1.10マ シ ンヘ エ コ ー 要 求 パ ケ ッ トを 送

り結 果 の 表 示

1>ping-ttestmachine[←NetBIOSが コ ン ピ ュ ー タ に エ コ ー 要 求 パ ケ ッ

トを繰 り返 し送 る

・telnetコ マ ン ド

テ キ ス ト ・べ.___ス の 仮 想 端 末 環 境 を提 供 す る 。 指 定 したTCPポ ー トで リモ ー ト ・コ

ン ピ ュ ー タ に接 続 す る 。

例>telnet← 対 話 型 モ ー ドに 入 る

1>setlocalechol← ロ.___カ ル ・エ コ ー を オ ン に す る

>open192.168.1.1080←IPア ド レス が192.168.1.10の コ ン ピ ュ ー タ の

TCP80番 ポ ー トへ 接 続

>telnet192.168.1.1080←Webサ ー バ ー(TCP80番 ポ ー ト)が 稼 動 して

い る か 確 認 す る
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・tracertコ マ ン ド

相 手 に到達 す る まで に経 由す るルー ター の ア ドレス な どを表 示 す る

例 【>tracertjinmu.nara-u.acjpl←jinmuマ シ ン に到 達 す る まで に経 由 す る

ルー ター の ア ドレス を表 示

>tracert…d…h5-w200jinmu.nara…u.ac.jp

←jinmuマ シ ンに到達 す る まで に経 由す るル ー・ターの ア ドレス を表 示

(表示 はIPア ドレス の み、最 大 で 経 由す るル ー ター数 は5台 、 タイ

ム ア ウ ト時 間は200ミ リ秒)

・getmacコ マ ン ド

自分 や他 の マ シー ンのMACア ドレス を表 示 す る

例1>getmac/sjinmul←jinmuサ ー バ ー のMACア ド レス を調 べ る

・hostnameコ マ ン ド

自分 の マ シ ー ンの コ ン ピュ ー タ名 を表 示 す る(オ プ シ ョ ンは な し)

例1>hostnamel← コ ン ピ ュ ー一タ名 を表 示 す る

・pathpingコ マ ン ド

通信 相手 まで の経 路情 報 と遅 延や パ ケ ッ ト損 失 率 な どを表示 す る

例1>pathpingp50-q20jinmul← 問 い 合 わ せ を50ミ リ秒 ご と 、 各 地 点 へ 問

い合わせ回数20に 制限 して コマ ン ドを実

行する

・routeコ マ ン ド

マ シー ンの経 路 情報(ル ーチ ング ・テ ーブ ル)を 表 示 した り操作 す る

例1>routeprint}← 現 在 の ル ー チ ン グ ・テ ー ブ ル を表 示 す る

・ftpコ マ ン ド

自分 と遠 隔地 のマ シー ン問で フ ァイル転 送 を行 う

例i>ftp-s:c:＼test.txtI← ロ グイ ンや フ ァイ ル操 作 な ど手 順 を記 した ス

ク リプ トを使 って 自動 的 にFTPで 通信 す る

・tftpコ マ ン ド

ネ ッ トワー ク機 器 に フ ァー ム ウェア を転 送 す るため な どに使 う簡 易型 フ ァイル転送
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例1>tftp192.168.1.10putABl
← フ ァイ ルAを サ ーバ ー にBと い う名 前 の

フ ァイル と して転 送 す る

◎ 晩 πdOZO5ネ ッ み ・こ7マ ン み"

・NBTSTATコ マ ン ド

Windowsネ ッ ト(NetBIOSoverTCP/IP)ま わ りの 情 報 を表 示 す る

例1>nbtstat-nl← 自分 の パ ソ コ ンが 使 っ て い るNetBIOS(コ ン ピ ュ ー

タ名 な ど)を 表 示 す る

1>nbtstat-C← 最 近 通 信 し た 相 手 のNetBIOSと ア ド レ ス の 対 応 表

(キ ャ ッシ ュ)を 表 示 っす る

・NETコ マ ン ド

共有 フ ァイ ルや プ リ ンター操作 、サ ー ビス の起 動 な どWindowsネ ッ ト関連 の各 種操

作 を行 うため の統合 コマ ン ド群 、20個 以上 の サ ブ コマ ン ドが用 意 されて い る

例i>netstartl← 現在 、稼 働 中のサ ー ビス0覧 表 示

1>netviewl← 所属 グル ー プ(ワ ー クグル ー プや ドメ イ ン)内 の コン

ピュー タ0覧 表 示

>netuse¥¥server¥pub← 共 通 フ ォル ダー に接 続 す る

そ の 他

NETACCOUNTS,NETCOMPUTER,NETCONFIG,NETCONTINUE,

NETFILE,NETGROUP,NETLOCALGROUP,NETNAME,

NETPAUSE,NETPRINT,NETSEND,NETSESSION,

NETSHARE,NETSTATISTICS,NETSTOP,NETTIME,

NETUSER,NETVIEW

な どが あ る。
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